
免
許
更
新
制
廃
止
は
歓
迎

文
部
科
学
省
は
、
22
年
の
通
常
国
会

で
教
育
職
員
免
許
法
を
改
正
し
免
許
更

新
制
の
廃
止
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

22
年
に
法
律
が
施
行
さ
れ
た
場
合
、
令

和
４
年
度
（
22
年
度
）
に
教
員
免
許
の

有
効
期
限
を
迎
え
る
教
員
は
免
許
更
新

の
手
続
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
免
許
更
新
制
廃
止
の

運
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
全
国
の
教
職

員
、
保
護
者
、
市
民
か
ら
は
歓
迎
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
末
松
文
科
大
臣
は
19
日
の

記
者
会
見
で
、
「
（
改
正
教
員
免
許
法
）

成
立
日
イ
コ
ー
ル
廃
止
日
で
は
な
い
」

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
く

法
改
正
を
行
い
、
時
間
を
置
か
ず
速
や

か
に
施
行
す
べ
き
で
す
。

｢

新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿｣

の
実
現

で
教
員
は
よ
り
多
忙
に
な
る

文
科
省
は
、
免
許
更
新
制
廃
止
と
引

き
換
え
に
「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」

を
実
現
す
る
と
し
、
新
た
な
研
修
制
度

を
導
入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
負
担
軽

減
を
理
由
に
免
許
更
新
制
を
廃
止
す
る

一
方
で
、
研
修
強
化
で
新
た
な
負
担
を

教
員
に
被
せ
よ
う
と
す
る
文
科
省
の
方

針
は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

文
科
省
は
、
今
後
も
「
働
き
方
改
革
」

を
進
め
、
小
学
校
の
35
人
学
級
の
整
備
、

業
務
支
援
員
等
の
充
実
、
部
活
動
改
革

等
に
よ
り
校
内
研
修
や
授
業
研
究
等
の

「
新
た
な
教
師
の
学
び
」
を
実
現
す
る

研
修
は
勤
務
時
間
内
に
お
こ
な
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
45
分
の
休
憩
時
間
は
ま
ま

な
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
の
下
校
後
も
翌

日
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
、
学
年
等

の
打
合
せ
、
会
議
、
研
修
等
で
勤
務
時

間
内
に
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。

文
科
省
は
、
「
新
た
な
教
師
の
学
び

の
姿
」
の
実
現
の
前
に
、
校
務
や
研
修
・

授
業
研
究
を
精
選
・
削
減
し
、
勤
務
時

間
内
に
仕
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
設
計
を
す
る
べ
き
で
す
。

矛
盾
す
る
文
科
省
の
方
針
か
ら
見
え

る
「
介
入･
管
理･
統
制
」

「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
を
実

現
す
る
研
修
の
あ
り
方
と
し
て
、
研
修

履
歴
の
記
録
管
理
、
管
理
職
に
よ
る
受

講
の
奨
励
（
職
務
命
令
違
反
に
よ
る
懲

戒
処
分
の
要
件
と
な
り
得
る
と
し
て
い

る
）
の
制
度
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
の
実
績
、
成
果
、
反
省
な

ど
を
人
事
評
価
に
関
す
る
面
談
の
場
で

お
こ
な
う
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

人
事
院
も
人
事
評
価
に
よ
る
「
能
力
・

業
績
主
義
」
の
強
化
を
示
し
て
お
り
、

こ
れ
を
根
拠
に
、
今
後
の
人
事
評
価
が

昇
任
等
の
任
用
や
給
与
等
の
処
遇
へ
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
は
、

国
に
よ
る
教
育
へ
の
介
入
、
教
職
員
の

管
理
・
統
制
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
今

以
上
に
自
由
に
も
の
が
言
え
な
い
窮
屈

な
職
場
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

研
修
等
の
強
化
に
反
対

「
働
き
方
改
革
」
の
着
実
な
実
行
を

今
の
よ
う
な
心
身
を
消
耗
さ
せ
る
働

き
方
が
常
態
化
し
て
い
る
職
場
に
あ
っ

て
、
新
た
な
研
修
制
度
で
「
教
師
の
専

門
職
性
の
高
度
化
を
進
め
る
」
（
「
審

議
会
ま
と
め
案
」
概
要
）
こ
と
は
不
可

能
で
す
。

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
（
全
教

北
九
州
）
は
、
速
や
か
な
法
改
正
と
施

行
を
求
め
ま
す
。
加
え
て
、
21
年
度
末

に
期
限
を
迎
え
る
教
員
に
も
適
用
さ
せ

る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
に
不
利
益
を
受
け

た
教
職
員
の
救
済
を
図
る
こ
と
、
法
改

正
ま
で
の
間
の
免
許
更
新
制
と
更
新
講

習
の
凍
結
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
定
年
延
長
実
施
で
生
涯
賃
金

に
重
大
な
影
響
が
出
る
給
与
水
準
の
見

直
し
や
「
働
き
方
改
革
」
の
着
実
な
実

行
、
今
年
度
後
退
、
悪
化
し
た
賃
金
、

休
暇
制
度
等
の
待
遇
改
善
も
併
せ
て
求

め
ま
す
。

免
許
更
新
制
は
、
研
修
等
の
強
化

と
セ
ッ
ト
で
発
展
的
に
解
消
で
は
な

く
速
や
か
な
廃
止
を
求
め
ま
す
。
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教員免許更新制特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

｢新たな教師の学びの姿｣の実現は、研修の｢管理･強化｣の実現

11
月
15
日
、
中
教
審
（
中
央
教
育
審
議
会
）
は
「
教
員
免
許
更
新
制
を
発

展
的
に
解
消
す
る
こ
と
を
文
科
省
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

と
の
「
審
議
の
ま
と
め
」
を
末
松
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
審
議
の
ま
と
め
」
で
は
、
「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
を
実
現
す

る
研
修
を
お
こ
な
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
懲
戒
処
分
の
要
件
と
な
り
え
る
」

新
た
な
研
修
は
、
教
員
の
多
忙
化
と
管
理･

統
制
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子

2021年12月・2022年新年号

免
許
更
新
制
は
「
発
展
的
解
消
」
で
は
な
く
、
速
や
か
な
廃
止
を

門
司
兵
器
本
廠･

支
廠

（
門
司
区
）

｢

門
司
兵
器
本
廠･

支
廠｣

は
、
兵
器･

弾
薬
の
修
理･

保
管
と
要
塞
の
工
事
を
行

う
機
関
と
し
て
、
１
８
９

５
年
「
丸
山
陸
軍
倉
庫

（
10
月
号
参
照
）
」
内
に

「
砲
兵
第
三
方
面
本
署
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
が
翌
年

廃
止
、
98
年
に
「
門
司
兵

器
本
廠
」
が
設
立
、
業
務

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
１
９

０
０
年
、
丸
山
陸
軍
倉
庫

か
ら
門
司
市
切
通
に
移
転

し
ま
す
。
１
９
０
３
年

「
本
廠
」
は
東
京
に
統
合

さ
れ
廃
止
、
「
門
司
兵
器

支
廠
」
が
設
立
さ
れ
ま
す

が
下
関
要
塞
の
体
制
縮
小

に
よ
り
１
９
１
３
年
に
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
１

８
年
、
「
門
司
兵
器
製
造

所
」
（
11
月
号
参
照
）
の

構
内
に
「
小
倉
兵
器
支
廠

門
司
出
張
所
」
が
開
設
さ

れ
、
終
戦
ま
で
存
続
し
ま

し
た
。

「
支
廠
」
が
開
設
さ
れ

た
当
時
は
市
街
地
か
ら
離

れ
て
い
ま
し
た
が
、
門
司

市
の
市
街
地
発
達
に
よ
り
、

廃
止
さ
れ
る
頃
に
は
市
街

地
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

跡
地
は
払
下
げ
を
強
く

要
望
し
た
門
司
市
が
取
得
、

公
園
と
し
て
整
備
、
「
老

松
公
園
」
と
し
て
現
在
に

至
り
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡



全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）

中
央
執
行
委
員
長

宮
下
直
樹

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
２
回
目
の
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

い
つ
終
わ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
た
た
か
い
の
中

で
、
マ
ス
ク
越
し
の
生
活
の
も
と
直

接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制
限

さ
れ
、
お
と
な
の
何
倍
も
の
不
安
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ひ
と
り
一
人
の
子
ど
も
に
寄
り

添
い
、
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」

を
保
障
す
る
た
め
奮
闘
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
、
41
年
ぶ
り
に
義
務
標
準

法
が
改
正
さ
れ
少
人
数
学
級
実
現
へ

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
念
願
で

あ
っ
た
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
子
も
大
切

に
し
た
い
と
の
保
護
者
・
教
職
員
・

地
域
の
方
々
な
ど
の
願
い
と
私
た
ち

の
と
り
く
み
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

や
再
配
分
を
求
め
る
運
動
な
ど
、
い

の
ち
を
守
り
、
多
様
性
の
尊
重
・
個

人
の
尊
厳
の
保
障
を
求
め
る
社
会
的

世
論
と
結
び
、
大
き
な
力
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
全
校
種
で
の
少
人

数
学
級
の
実
現
や
、
す
べ
て
の
特
別

支
援
学
校
の
環
境
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
政
策
の
矛
盾
が

教
員
未
配
置
問
題
や
若
者
の
教
職
離

れ
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
長

時
間
過
密
労
働
解
消
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
す
。
教
職
員
を
抜
本
的
に

増
や
し
、
教
職
員
に
自
由
と
ゆ
と
り

を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
、

職
場
要
求
を
練
り
上
げ
要
求
す
る
全

教
の
役
割
は
、
教
員
免
許
更
新
制
廃

止
に
追
い
込
ん
だ
と
り
く
み
な
ど
で

も
い
っ
そ
う
鮮
明
で
す
。
子
ど
も
の

実
態
か
ら
出
発
す
る
学
校
づ
く
り
を

す
す
め
、
職
場
要
求
を
掲
げ
仲
間
を

増
や
す
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。全

教
は
昨
年
創
立
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
結
成
時
に
行
動
綱
領
は

「
耐
え
難
い
多
く
の
犠
牲
を
は
ら
っ

て
戦
争
は
終
わ
り
、
・
・
新
し
い
憲

法
と
教
育
基
本
法
を
う
け
て
、
個
人

の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を

希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
民

主
教
育
が
発
足
し
た
」
と
し
ま
し
た
。

憲
法
改
悪
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る

今
、
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な
！
」
の
誓
い
の
も
と
、
憲
法
と
子

ど
も
の
権
利
条
約
を
い
か
し
、
幅
広

い
共
同
の
と
り
く
み
を
す
す
め
る
一

年
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長

新
屋
智
子

秋
以
降
、
ど
こ
の
学
校
で
も
多
忙

の
嵐
が
吹
き
ま
く
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
い
緊
急
事
態
宣
言
措
置
が
開
け

た
後
、
延
期
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事

や
校
内
研
修
が
矢
継
ぎ
早
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
子

ど
も
達
へ
の
と
り
く
み
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
中
に
は
「
今
、
必
要
？
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
研
修
や
業
務
も

あ
り
ま
し
た
。
９
月
か
ら
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」
も
、
突
然
取
り
組
ま

さ
れ
た
学
校
側
と
、
期
待
す
る
家
庭

や
児
童
生
徒
間
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ

り
ま
し
た
。

一
方
、
学
校
か
ら
事
務
補
助
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
進
ん
で
い
ま
す
。

当
該
校
の
事
務
職
員
の
仕
事
は
増
え
、

教
員
か
ら
も
「
一
人
」
失
っ
た
こ
と

に
よ
り
多
忙
に
な
っ
た
実
態
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
教
育
を
進
め
る
た
め
に
、

ま
ず
は
「
人
の
配
置
」
が
必
要
で
す
。

産
育
休
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
休
暇
に

も
代
替
者
を
完
全
配
置
し
て
ほ
し
い

で
す
し
、
再
任
用
教
諭
の
定
数
外
配

置
、
加
配
の
増
員
、
少
人
数
学
級
の

前
進
等
な
ど
、
「
手
」
も
「
目
」
も

増
や
し
て
こ
そ
、
豊
か
で
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ご
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
い
か
し
、
幅
広
い
共
同
の
と
り
く
み
を
す
す
め
る
１
年
に

12
月
10
日
、
東

京
都
内
で
、
現
時

点
で
の
運
動
の
到

達
を
確
認
し
合
う

「
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
全

国
署
名
」
集
約
集

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
と
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
各
地

の
と
り
く
み
の
報

告
と
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
署
名

の
総
数
２
３
５
万

３
８
７
５
筆
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
集
会
に
先

立
っ
て
、
教
育
全

国
署
名
を
国
会
に

提
出
す
る
際
の
紹

介
議
員
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
の
議
員
要
請
行
動
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
地
の
運
動
に
励
ま
さ
れ
、
２
０

２
２
年
２
月
の
国
会
提
出
ま
で
残
さ

れ
た
期
間
、
ま
だ
ま
だ
署
名
に
取
り

組
も
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

ゆきとどいた教育を求める２３５万余の声
12月10日 東京で教育署名集約集会


